
多花性１年草の少量土壌培地耕による良品生産技術

［要約］１株から複数本の採花ができる１年草を潅水の省力化が可能なプランターを

用いた少量土壌培地耕で栽培することで、採花始めが前進し、直売所向きの軽量でコン

パクトな草姿となる。また、は種を早めることで秋から春の長期出荷が可能となる。
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［背景・ねらい］

滋賀県を始め、全国的にスーパーマーケットや直売所での販売を中心とするホームユー

スの花き需要が増大し、直売所出荷を主体にする生産者や、女性・定年帰農者等の新規参

入者が増えている。これまで、少ない経費で施肥・潅水労力が省力できる少量土壌培地耕

によって、トルコギキョウ・アスター・ストック等単茎切り１年生切り花の開花の早期化

や花保ちの向上等を確認している。さらに直売所に花が少ない時期や長期に採花できる多

花性の１年草について、プランターを使った少量土壌培地耕を検討する。

［成果の内容・特徴］

①少量土壌培地耕で栽培するとキンギョソウの‘アスリートレッド’(極早生種)、ダイア

ンサス‘ミーティアピンク’(四季咲き性)、カンパニュラ‘涼姫’は養液土耕よりも軽

量でコンパクトな草姿となる(表1,2,3)。

②少量土壌培地耕で栽培すると上記の多花性１年草は採花始めが１～40日前進し、長期採

花では養液土耕よりも株当たりの切り花本数が増加する(表1,2,3)。

③キンギョソウ‘アスリートレッド’(極早生種)は７月中旬には種することで10月より採

花可能となり、８月は種よりも収量が大幅に増す(表1)。

④花芽分化に低温を必要としないカンパニュラの‘涼姫’は６月には種することで同年秋

より収穫でき、９月は種よりも採花期間の長期化と増収が見込まれる(表3)。

［成果の活用面・留意点］

①直売所等での販売では長く重い切り花は不要なので、軽量でコンパクトな草姿となる少

量土壌培地耕が適する。出荷期間も秋～春の長期出荷が可能となる。

②秋～春期に連続出荷するには、早い播種・定植と電照や暖房設備が必要となる。

③年内出荷のカンパニュラ‘涼姫’は、短い花茎ばかりが出る不良株の除去と枝の整理が

必要である。



［具体的データ］
表１ キンギョソウ‘アスリートレッド’のは種時期と栽培法による生産性、開花習性の違い

は種時期 栽培法 切り花 切り花長 切り花 節数 採花期間（月/日）

本数/株 (cm) 重 (g) 採花始め 1/2採花 2/3採花 採花終了

2004年 少量土壌 3.0 124.0 48.1 35.9 2/28 3/15 3/20 4/15

8月5日 養液土耕 2.7 129.2 74.7 39.8 3/8 3/28 4/6 4/20

2005年 少量土壌 8.7 90.0 34.4 30.4 10/11 4/7 5/15 5/26

7月13日 養液土耕 7.4 92.8 48.7 34.1 10/12 4/11 4/25 5/26

少量土壌:少量土壌培地耕
栽植様式：少量土壌培地耕は発泡ｽﾁﾛｰﾙﾌﾟﾗﾝﾀｰ､外径74.5cm×24cm×14cm､容量10ﾘｯﾄﾙに土壌を充填､
6株/ﾌﾟﾗﾝﾀｰを3列で配置。養液土耕は畦幅90cm、株間20cm×条間12cmで6条植(栽植密度は同じ)。
栽培管理：2004年は9月7日ポット上げ、10月7日定植、10月13日摘心。2005年は8月8日ポット上げ、
8月18日摘心、9月7日定植。施肥・灌水:大塚OK-F1をEC0.5ds/mに調整し､点滴ﾁｭｰﾌﾞで排液量対
応型養液循環装置を使い､9～11月と4～5月は3回/日、12～3月は2回/日で給液。採花方法は2004
年は摘心位置から採花、2005年は摘心位置から４節を残して採花。

表２ ダイアンサス‘ミーティアピンク’の栽培法による生産性、開花習性の違い

栽培法 切り花 切り花長 切り花 分枝数 花蕾数 採花期間（月/日）

本数/株 (cm) 重(g) 採花始め 1/2採花 2/3採花 採花終了

少量土壌 8.5 79.8 15.3 3.2 7.9 12/28 3/16 4/18 5/25

養液土耕 5.3 91.2 25.0 3.3 13.8 2/8 4/20 5/18 5/25

少量土壌:少量土壌培地耕。
栽植様式：少量土壌は発泡ｽﾁﾛｰﾙﾌﾟﾗﾝﾀｰ､外径74.5cm×24cm×14cm､容量10ﾘｯﾄﾙに土壌を充填､4株/
ﾌﾟﾗﾝﾀｰを3列で配置。養液土耕:畦幅90cm、株間35cm×条間12cmで6条植え(栽植密度は同じ)。
栽培管理：2005年7月21日は種、8月11日ポット上げ、9月12日定植、9月20日摘心。施肥・灌水:大
塚OK-F1をEC0.5ds/mに調整し､点滴ﾁｭｰﾌﾞで排液量対応型養液循環装置を使い､9～11月と4～5月
は3回/日、12～3月は2回/日で給液。採花方法は分枝位置から３節残して採花。11月30日より設
定温度5℃で加温した。

表３ カンパニュラ‘涼姫’のは種時期と栽培法による生産性、開花習性の違い

は種時期 栽培法 切り花 切り花長 切り花 開花 50cm以上 採花期間（月/日）

本数/株 (cm) 重(g) 輪数 切花(%) 採花始め 1/2採花 採花終了

2004年 少量土壌 7.5 72.9 6.6 15.3 99 5/13 5/30 6/3

9月17日 養液土耕 12.7 72.2 6.8 17.8 95 5/16 5/31 6/6

2006年 少量土壌 21.1 61.2 6.0 6.4 72.2 9/29 11/24 1/31 注1

6月13日 養液土耕 20.4 62.3 8.7 6.4 72.7 10/2 12/13 1/31 注1

注１）2006年6月播種は2007年1月末までのデータで調査継続中

少量土壌:少量土壌培地耕
栽植様式：少量土壌は発泡ｽﾁﾛｰﾙﾌﾟﾗﾝﾀｰ､外径74.5cm×24cm×14cm､容量10ﾘｯﾄﾙに土壌を充填､4株/
ﾌﾟﾗﾝﾀｰを3列で配置。養液土耕:畦幅90cm、株間35cm×条間12cmで6条植え(栽植密度は同じ)。
栽培管理：2004年は10月7日定植、2006年は7月14日ポット上げ、9月13日定植。施肥・灌水:大塚
OK-F1をEC0.5ds/mに調整し､点滴ﾁｭｰﾌﾞで10～15ml/株/回､9～11月と4～5月は3回/日、12～3月は
2回/日で給液。2006年定植は9月20日より17:00～21:00の電照を行い、11月30日より設定温度7
℃で加温した。
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